
 

  
 
 

福島地方水道用水供給企業団業務の状況について 

    

 平成 29 年 8 月 31 日開催された企業団議会定例会において認定された福島地方水道用水供給企業団

水道用水供給事業会計平成 28 年度決算及び平成 29 年 9 月末現在の業務の状況について、その概要を

お知らせいたします。 

 

1．平成 28 年度決算の状況 

 

（1）総 括 事 項  

① 業務の状況  

（イ）水道用水供給事業 

平成 28 年度の年間総送水量は、40,325,930 ㎥（１日平均送水量 110,482 ㎥）で、前年度と比較して

356,570 ㎥（0.9％）の減となった。 

年間総有収水量は、40,051,656 ㎥（１日平均有収水量 109,731 ㎥）で前年度と比較して 329,477 ㎥

（0.8％）の減、当初予定水量と比較して、445,337 ㎥（1.1％）の増となり、有収率は、99.3％で前年

度同率となった。 

    給水収益（消費税抜き）は 3,217,586,928 円で、当初予算と比較して 16,922,928 円（0.5％）の増と

なった。 

（ロ）水質検査事業 

水質検査事業は、構成団体の原水及び浄水の水質検査を受託し、水質検査手数料（消費税抜き）は  

23,824,400 円で、当初予算と比較して 814,400 円（3.5％）の増となった。 

 ② 財政状況 

   本年度の収益的収支（消費税抜き）は、水道用水供給事業収益 4,316,781,046 円に対し水道用水供給事

業費用 4,401,030,128 円で、収支差し引き額 84,249,082 円が当年度純損失となり、前年度繰越欠損金

1,021,179,445 円にその 84,249,082 円を加えた 1,105,428,527 円を、未処理欠損金として翌年度に繰り越

した。 

   資本的収支（消費税込み）は、資本的収入 10,273,000 円に対し、資本的支出が 2,397,667,249 円となり、

資本的収入額が資本的支出額に不足する額 2,387,394,249 円は、過年度分消費税及び地方消費税資本的収

支調整額 10,912,664 円及び過年度分損益勘定留保資金 2,376,481,585 円で補てんした。 

 ③ 施設の耐震化 

   施設の耐震化計画に基づき、平成 23 年度から進めてきた水管橋耐震補強事業については、9 橋の工事が

完了したことにより、平成 28 年度をもって完了となった。 

④ 東京電力(株)福島第一原子力発電所事故への対応 

   東京電力(株)福島第一原子力発電所事故により拡散飛来した放射性物質から水道用水の安全性を確保す

るため、福島県からゲルマニウム半導体検出装置の無償貸与を受け、検査結果を企業団ホームページに掲

載する等、水道水の安全性について広く周知に努めた。 

   また、浄水場敷地内に保管を余儀なくされている放射性物質を含む浄水ケーキ（浄水発生土）の早期処

分については、全国水道企業団協議会・日本水道協会の協力を得ながら国・県等関係機関への働きかけを

前年度に引き続き行った。 

 

 

 



 

  
 
 

(２) 収 支 の 状 況 （単位　千円）

収

益

的

収

支

収

入

区　　　分

予　　　　　　　　算　　　　　　　額

決　　算　　額
予 算 額 に 比 べ
決算額の増（△）減

備　　　考
当初予算額 補正予算額

地 方 公 営 企 業 法
第 24 条 第 3 項 の
規 定 によ る支 出 額
に係 る財 源 充 当 額

合　　　　計

営 業 収 益 3,482,253 0 0 3,482,253 3,501,727 19,474

営 業 外 収 益 1,075,258 24,482 0 1,099,740 1,074,441 △ 25,299

計 4,557,511 24,482 0 4,581,993 4,576,168 △ 5,825

支

出

区　　　分

予　　　　　　　　算　　　　　　　額

決　　算　　額 不 用 額 備　　考
当初予算額 補正予算額 流 用 増 減 額 合　　　　計

営 業 費 用 4,321,424 3,627 △ 16,678 4,308,373

営 業 外 費 用 578,327 0 16,678 595,005 595,005

4,024,608 283,765

0

0 0 100 0 100
計 4,899,851 3,627 0 4,903,478 4,619,613 283,865

予 備 費 100

（単位　千円）

資

本

的

収

支

収

入

区　　　分

予　　　　　　　　算　　　　　　　額

決　　算　　額
予 算 額 に 比 べ
決算額の増（△）減

備　　　考
当初予算額 補正予算額

継 続 費逓 次繰 越額
に係 る財 源 充 当 額 合　　　　計

負 担 金 593,641 0 0 593,641 10,273 △ 583,368

予 備 費

計 593,641 0 0 593,641 10,273 △ 583,368

決　　算　　額

地 方公 営企
業法第 26 条
の規定による
繰 越 額

不用額

555,208 713,889 28,039

備　　考
当初予算額 補正予算額

地 方 公 営 企 業法
第 26 条 の 規 定
に よ る 繰 越 額

合　　　　計

建 設 改 良 費 1,179,942 0 117,194 1,297,136

企 業 債 償 還 金 1,842,459 0 0 1,842,459 1,842,459 0 0

100 0 0 100 0 0 100

計 3,022,501 0 117,194 3,139,695 2,397,667 713,889 28,139

※資本的収入額が資本的支出額に不足する額2,387,394千円は、過年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額10,913千円及び過年度分損
益勘定留保資金2,376,481千円で補てんした。

(３) 損 益 計 算 書 （単位　千円）

支

出

区　　　分

予　　　　　　　　算　　　　　　　額

科 目 金 額

営 業 収 益 3,242,339

営 業 費 用 3,967,939

営 業 利 益 （ △ 損 失 ） △ 725,600

営 業 外 収 益 1,074,442

営 業 外 費 用 433,091

経 常 利 益 （ △ 損 失 ） △ 84,249

前年度繰越利益剰余金（△欠損金） △ 1,021,180
当 年 度 未 処 分 利 益 剰 余 金
（ △ 未 処 理 欠 損 金 ） △ 1,105,429

(４) 貸 借 対 照 表 （単位　千円）

　資　　　　　　産　　　　　　の　　　　　　部 負　　債　　・　　資　　本　　の　　部

有 形 固 定 資 産 47,272,347 企 業 債 （ 固 定 負 債 ） 17,386,581

無 形 固 定 資 産 51,911,360 企 業 債 （ 流 動 負 債 ） 1,835,238

現 金 預 金 6,965,217 未 払 金 75,784

未 収 金 293,559 引 当 金 15,807

貯 蔵 品 43,193 そ の 他 流 動 負 債 1,312

利益剰余金（△欠損金） △ 1,105,429

前 払 金 329,070 繰 延 収 益 44,408,814

資 本 金 40,556,873

計 106,814,746 計 106,814,746

資 本 剰 余 金 3,639,766

 

 



 

  
 
 

２．平成29年9月末現在の業務の状況

(１) 事 業 の 概 要

　平成29年9月末現在の給水状況は、予定年間総給水量39,440,300㎥に対し、給水量は
20,380,386㎥で51.7％の実績でした。

(２) 経 理 の 状 況

平成29年度収益的収支予算執行状況　(平成29年9月末現在） （単位　千円）

科　　　　　　　目 予　　算　　額　　（A) 執　　行　　額　　（B) 執　　行　　率　（B/A)％

収

入

水道用水供給事業収益 4,526,232 1,771,360 39.1

営 業 収 益 3,474,887 1,767,276 50.9

営 業 外 収 益 1,051,345 4,084 0.4

支

出

水道用水供給事業費用 4,738,274 985,357 20.8

営 業 費 用 4,208,572 782,878 18.6

営 業 外 費 用 529,602 202,479 38.2

予 備 費 100 0 0.0

平成29年度資本的収支予算執行状況　(平成29年9月末現在） （単位　千円）

科　　　　　　　目 予　　算　　額　　（A) 執　　行　　額　　（B) 執　　行　　率　（B/A)％

収
入

資 本 的 収 入 584,447 0 0.0

負 担 金 584,447 0 0.0

支

出

資 本 的 支 出 3,270,587 2,334,376 71.4

建 設 改 良 費 1,435,249 1,421,267 99.0

企 業 債 償 還 金 1,835,238 913,109 49.8

予 備 費 100 0 0.0

 


